
▲津山城外観コンピューター・
　グラフィックス

■もうすぐ春。新しい津山市は南北に長く、地域によっ
て春の訪れ方が少しずつ違うかもしれませんね。市の花
桜も長期間見ごろがありそうで、何回も花見が楽しめそ
うです。早速いろんなところへ行ってみよう。（郁）
■こんな余裕を見せている（郁）さんですが、編集中は
相当きてました。レイアウトや新コーナーの命名一つひ
とつに苦労し、みんなヘロヘロ状態に。こんな編集室で
すが、うれしいニュースもありました。（ｅ）
■そうですよ。ふるさとＣＭで優秀賞！ご協力いただい
た市民のみなさんにはお世話になりました（19ページ
に関連記事）。大きな期待を背負って臨んだ審査発表。
何年かぶりの緊張感に押しつぶされそうでした。（Ｘ）

（２月１日現在）

人口　90,231人（前月比＋４）
男　43,050人（同＋７）
女　47,181人（同△３）

世帯　35,214世帯（同＋10）

１月中のひとの動き

広報つやまは、環境保護の
ため古紙配合率100%再生紙、
大豆油インキを使用してい
ます。読み終えた後はリサ
イクルにご協力ください

つ ぶ や き 編 集 室

　
新
生
津
山
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。
新
た
な
出
発
を
迎

え
、
改
め
て
津
山
城
が
築
城
さ
れ
た
時
代
背
景
を
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
天
下
分
け
目
の
関
ヶ
原
の
合
戦
以
降
、
日
本
の
城
郭

は
全
盛
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、

関
ヶ
原
の
戦
い
の
戦
後
処
理
に
よ
り
大
名
の
全
国
的
な

配
置
換
え
（
転
封
）
と
東
軍
に
属
し
た
大
名
の
禄
高
の

大
幅
加
増
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ら
を
起
因
と
し
て
全
国
的

に
「
慶
長
の
築
城
ラ
ッ
シ
ュ
」
と
で
も
言
う
べ
き
、
築

城
大
活
況
期
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
期
の
よ
う

す
は
『
鍋
島
直
茂
譜
考
補
』
の
記
事
の
中
で
、
慶
長
14

年
（
１
６
０
９
）
に
肥
前
佐
賀
城
の
天
守
が
竣
工
し
た

こ
と
を
述
べ
た
後
に
「
今
年
、
日
本
国
中
の
天
守
数
25

立
つ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ま
さ
に
空
前
の
築

城
ラ
ッ
シ
ュ
で
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
時
期
は
石
垣
の
構
築
技
術
や
新
型
式
の

天
守
建
築
の
出
現
な
ど
、
土
木
建
築
技
術
が
飛
躍
的
に

進
歩
を
遂
げ
た
時
期
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
新
技
術
は
徳

川
家
康
に
よ
る
天
下
普
請
を
媒
介
と
し
て
全
国
に
い
っ

せ
い
に
広
が
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
築

城
の
活
況
は
、
慶
長
20
年
（
元
和
元
年
・
１
６
１
５
）

の
大
阪
夏
の
陣
ま
で
の
約
15
年
間
続
き
、
こ
の
年
幕
府

が
公
布
し
た
武
家
諸
法
度
に
よ
り
新
規
の
築
城
な
ど
が

禁
止
さ
れ
て
、
終
わ
り
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
話
を
津
山
城
に
戻
し
ま
す
。
津
山
城
を
築
城
し
た
の

は
、
ご
承
知
の
と
お
り
森
忠
政
で
す
。
森
忠
政
は
信
州

川
中
島
の
海
津
城
か
ら
慶
長
８
年
（
１
６
０
３
）
に
美

作
国
一
円
18
万
６
、
５
０
０
石
を
与
え
ら
れ
、
美
作

に
入
封
し
ま
し
た
。
そ
し
て
翌
慶
長
９
年
（
１
６
０
４
）

に
津
山
城
築
城
を
開
始
し
た
の
で
す
。
ま
さ
に
関
ヶ
原

以
降
の
大
名
の
転
封
、
そ
れ
に
伴
う
新
規
築
城
と
い
う

全
国
的
な
大
き
な
流
れ
に
乗
っ
た
も
の
で
す
。

　
参
考
ま
で
に
こ
の
時
期
の
外
様
大
名
に
よ
る
築
城
例

を
あ
げ
る
と
、
加
藤
清
正
の
熊
本
城
、
細
川
忠
興
の
小

倉
城
、
加
藤
嘉
明
ら
の
伊
予
松
山
城
、
池
田
輝
正
の
姫

路
城
、
藤
堂
高
虎
の
伊
賀
上
野
城
、
伊
達
政
宗
の
仙
台

城
な
ど
日
本
を
代
表
す
る
城
が
あ
り
、
津
山
城
も
そ
れ

ら
の
城
と
匹
敵
す
る
規
模
の
城
郭
で
し
た
。

　
さ
ら
に
、
津
山
城
の
築
城
は
元
和
２
年
（
１
６
１
６
）

ま
で
続
く
の
で
す
が
、
こ
れ
は
元
和
元
年
の
武
家
諸
法

度
の
公
布
に
よ
り
築
城
を
終
了
し
、
一
応
津
山
城
の
「
完

成
」
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
津
山
城
は
慶
長
の
築
城
ラ
ッ
シ

ュ
の
前
半
に
築
城
を
開
始
し
、
そ
の
後
足
か
け
13
年
に

わ
た
り
築
城
を
継
続
し
、
元
和
の
武
家
諸
法
度
に
よ
り

築
城
を
終
了
し
た
と
い
う
、
全
国
的
な
築
城
ラ
ッ
シ
ュ

の
ほ
ぼ
全
期
間
に
わ
た
り
築
城
が
行
わ
れ
続
け
た
城
郭

で
あ
っ
た
の
で
す
。

　
森
忠
政
の
津
山
城
へ
の
執
念
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ

ま
す
。

転入　230人　転出　235人
出生　  98人　死亡　  89人

新津山市の人口  111,608人
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